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ありがとうございました。

冬休みの「かとコミ宿題Ｄａｙ」

冬休みの子どもの居場所づくりと生活習
慣の継続を目的として、今年も12月25日
(木)と26日(金)に「かとコミ宿題Day」を開
催しました。
河東コミセン会場では、河東中の学習支

援ボランティアの生徒達が自主的に事前の
会場設営から朝礼、終礼、撤収まで積極的
に関わってくれる姿に大いに感動しました。
また、河東西小会場でも河東中の学習支

援ボランティアの生徒達の積極的な活動に
よって学習できる環境が出来、充実した内
容でした。
来年度以降もこの体制が維持され、更に

発展することを期待します。
(かとコミ宿題Day担当)

須恵区 (1月12日)城西ヶ丘区 (1月10日) 河東区 (1月12日) 福崎区 (1月12日)

自治区のどんど焼き
各自治区でどんど焼きが
行われました。

小学校への出前授業 ～昔のくらし～

河東コミセン会場

河東地区歴史研究会は、1月27日(火)河東西
小、28日(水)河東小の3年生を対象とした恒例
の出前授業を行いました。
昔の古い道具を小学校の会場に運び、昔の

写真をスクリーンに写し出しました。子ども
達をはじめ先生方も昔の道具を見るのは初め
てのことで興味津々の様子。
昔のくらしの写真を見てもらい、子ども達

からの質問に答えました。
人が稲を手で植える田植、牛や馬が田畑

を耕す様子、井戸から水を汲み揚げて使う
様子。子ども達は今の便利な生活と比べて昔
の人は大変な生活をしていたことを知りびっ
くり その後実際に古い道具を見て、触って
感激至極の表情でした。
昔のくらしから現在の暮らしの変化、進歩

を充分に体験してもらえたと思います。
子ども達の元気な姿に、逆に元気をもらえ

た貴重なひと時でした。
(河東歴史研究会 広田博文)

河東西小会場

赤い羽根共同募金運動ご協力のお礼
令和7年度宗像市実績額 8,976,837円

河東地区実績額 960,189円

.

2月7日(土)・8日(日)の2日間、かとコミ文化
祭を開催しました。今季一番の寒さ、衆議院選
挙の投票日とも重なり、来場者数は少なかった
ようです。
環境イベントの“脱炭素に関するビンゴゲー

ム”は4回実施し、ビンゴの景品を昨年の2倍に
増やしました。当たった人は大喜びでした。
河東小・河東西小の絵画・版画（県展入選

展示会場の様子

第12回 かとコミ文化祭
作品）、河東中の美術作品の展示と家庭科部の
小物販売。また、コミュニティセンター利用の
方々や地域の方々の作品、自治会や福祉会の活
動紹介。文化祭を通して地域住民相互のふれあ
い・親睦を深める場となりました。
開催に際しまして、来場者の方々、出展者の

方々、早朝の準備から撤収までご協力いただい
た関係者の皆様方に、心より感謝申し上げます。

（文化祭実行委員長 佐々木まり子）
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環境講座
環境にやさしい取り組み・ビンゴゲーム

.

小物販売 小中学生の作品


